
13広報おうしゅう

今
回
は
、
文
科
省
有
識
者
会
議
の
動
向
、
水
沢
高
校
筑
波
研
修
発

表
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

回
50

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
（
内
線
４
１
５
、
鯖
鰻
２
５
３
３
、
死ilc@city.oshu.iwate.jp

）

指
定
さ
れ
て
い
る
県
立
水
沢
高
等

学
校
で

月
５
日
、
英
語
ポ
ス

12

タ
ー
に
よ
る
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年

月
に
Ｋ
Ｅ
Ｋ

10

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
）
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
な
ど
で
研
修
を

行
っ
た
理
数
科
２
年
生
の
生
徒
た

ち
が
、
そ
こ
で
学
ん
だ
内
容
を
ま

と
め
た
英
語
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
、

発
表
。
発
表
者
の
一
人
で
あ
る
角か
く

地
要
さ
ん
は
「
Ｋ
Ｅ
Ｋ
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ

ち

か
な
め

と
同
様
、
大
規
模
な
加
速
器
研
究

施
設
。
中
学
生
の
と
き
も
市
の
科

学
体
験
研
修
で
見
学
し
た
が
、
改

め
て
見
学
し
て
さ
ら
に
理
解
が
深

ま
っ
た
。
英
語
で
の
発
表
は
、
今

回
が
初
め
て
で
練
習
が
不
足
し
て

い
た
。
こ
と
し
５
月
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）
の
英
語
発
表
会
で
は
頑

張
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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県
南
広
域
振
興
局
が
主
催
し
市

な
ど
が
共
催
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
小
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
低
学
年
の
部
１
４
８
点

（
う
ち
市
内

点
）、
高
学
年
の

43

部
２
１
０
点
（
う
ち
市
内
１
２
８

点
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
市
内
児
童
の
入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
本
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

質疑応答も英語で行われ質疑応答も英語で行われたた
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部
科
学
省
で

月
５
日
、
８

12

回
目
の
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
日
本
誘
致
を

検
討
す
る
有
識
者
会
議
」（
座
長
・

平
野
真
一
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、

委
員

人
）
が
開
催
さ
れ
、
国
際

14

委
員
会
が
承
認
し
た

建
設
方
針

に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
今
回
の
国
際
委
員
会
の
承
認

に
よ
り
こ
れ
ま
で
有
識
者
会
議
が

議
論
の
前
提
と
し
て
き
た
諸
条
件

が
変
更
と
な
る
た
め
、
同
会
議
内

に
設
置
し
て
い
た
科
学
的
意
義
や

コ
ス
ト
を
検
証
す
る
作
業
部
会
を

再
設
置
し
て
、
詳
細
な
議
論
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１

月
に
も
作
業
部
会
の
会
合
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
と
し
の
夏
頃
と
見

込
ま
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
政
府
判

断
に
向
け
、
さ
ら
な
る
議
論
の
加

速
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
は
、
引
き
続
き
有
識
者
会
議

の
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
や
県
な
ど
の

関
係
団
体
と
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
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県
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
モ
デ
ル
校
に

※
整
備
延
長
を

熟
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
段
階
的
に
拡
張
し
て
い
く
計
画
で
、
初

20

期
コ
ス
ト
を
最
大

諸
削
減
で
き
る
見
込
み
。
世
界
の
加
速
器
研
究
所
の
所

40

長
ら
で
構
成
す
る
国
際
将
来
加
速
器
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
で
承
認
さ
れ
た

12月３日に行われた表彰12月３日に行われた表彰式式

※

Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
入
賞
作
品
紹
介

お
う
し
ゅ
う
ヒ
ッ
グ
ス
く
ん
の

繋

【
高
学
年
の
部
】

優
秀
賞

人首小学校５年 西岡 凛 さん
「みんなの夢を未来へつなげ」
ＩＬＣが早くできるといい
なぁと思いながら描きました。

優
秀
賞

黒石小学校６年 及川 美海 さん
み み

「奥州から宇宙へ！」
ＩＬＣを知ってほしいのでト
ンネルを目立つようにしました。

優
秀
賞

水
沢
南
小
学
校
６
年

佐
々
木
滉
正
く
ん

こ
う
せ
い

「
未
来
へ
！
奥
州
へ
！
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
！
」

ガ
ラ
ス
の
光
や
、
建
物
の
影
を
意

識
し
、
未
来
の
水
沢
を
描
き
ま
し
た
。




